人体解剖とCTの統合による先駆的医学教育 by 村上, 徹
同窓会推薦講演
学校や職場におけるメンタルヘルスの理論と応用
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群馬大学は,文部科学省 大学教育・学生支援推進事業
【テーマA】大学教育推進プログラムの「人体解剖とCT
の統合による先駆的医学教育」に平成21から23年度ま
で取り組み,その後もこれを継続している.この取り組
みは,人体解剖実習に画像診断学の学習を組み合わせ,
先鋭化する先進医療に対応できる解剖学教育を行おうと
するものである.遺体はCT撮影後に固定・保存する.CT
画像を学生に配布し,解剖実習中に実物とそのCT画像
とを比べながら学習させる.これにより人体構造の立体
的理解と画像診断力の早期向上を図る.画像診断学の授
業,ソフトウエア取り扱いの講習,画像と遺体とを比較
検討する課題などを適宜実施する.平成21年度は実習
時の画像参照にパソコンを用いたが,平成22～23年度
にはOsiriXを入れたiPod touchを各学生に貸与した.
また,平成24年度からiPadを導入した.各年度ごとに
各種調査・測定をとりまとめた.学生からはこの取り組
みについて高評価を得ており,4年生のシナリオチュー
トリアルでは学生の読影力の向上がみられた.このよう
な取り組みは国内外に前例なく,本学の成果が解剖学教
育の改善に広く役立つものと期待している.
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